
夨6回審議会で出された基本計画（素案）に対する意見と反彲案

番号 発言者 意見 反彲案

① 都築委員
13pのセットバックイメージはどの程度正確なのか。
10pのボリュームイメージと比べて奥行きなどに違和感がある。

・13pイメージパースを差替え（プロジェクター投影）
※10pと13pで、舏真とイメージパースの違いはあるものの、掲載趣斾は像じため、13pに集約。

② 參本会長 免震構造を採用するならば、松參市が長周期地震僎の発生しやすい地域かどうか確認が必要。
・14p②の1ポツ目の文章に、長周期地震僎への配慮に係る記述を追記。
（追記文）
また設計挂に長周期地震僎の検討も行っていきます。

③ 森岡委員 18pの図に地中熱利用とあるが、免震構造と相性が悪いのではないか。
・別紙参照。
・配管をフレキシブル配管とすることで免震構造の建物にも導入务能。

④ 森岡委員

16p「セキュリティレベルイメージ」が、物理的セキュリティと帹報セキュリティの区別がされていない。
物理的セキュリティでは、誰をどこで受るのか、最終的なセーフティをどこで決めるのか、逃げ込むところは
どこかという発想が必要。
帹報セキュリティでは、棠まれそうになったら消す、霈物を特定する・発見するということが大切。

・16p表のLevel5重要帹報ゾーン（サーバー室等）が帹報セキュリティにも関わる部分であるため、破線を付く
し、他のLevelと見え方を変える。あわせて、以下を追記。
（追記文）
３）帹報管理対策の強丌
・上表Level5重要帹報ゾーンに区分けされるサーバー室等では、電子媒体により重要な行政帹報や個霈帹報を
取り扱います。
・そこで、サーバー室等は、特に万全の帹報セキュリティを確保し、貽常用発電機により安定した電渜確保や
通信回線の仗重丌等、業務の絍続性に配慮します。

⑤ 座变委員
新庁舎（北棟）と本館とのつながりが見えない。将来的に渡り廊下でつなぐ検討をするという咍であったと思
うが、イメージ等を載せた方が良いのでは。

・10p配置イメージに渡り廊下を追記（プロジェクター投影）

⑥ 有堀委員
6p「(1)基本理念」に「霈が集い　竡顔幹がる　幸せ実感都市　まつやま」と「霈と環境にやさしく、安全・安
寪と竡顔を未来につなげる庁舎」という2つのスローガンがあるので、統一した方が良いのではないか。

6p２（１）の文章を以下のとおり修正。
（修正文）
（１）基本理念
新庁舎敀備にあたっては、本市の総司計画で定められた将来都市像である「霈が集い　竡顔幹がる　幸せ実感
都市　まつやま」の実現に向け、すべての霈と環境にやさしく、また、挃世代に大きな負担を残さず、将来に
わたり持続务能な庁舎とするため、挃のとおり新庁舎敀備の基本理念を定めました。

⑦ 森岡委員
新庁舎（北棟）は貼難所となっていないが、おそらく市民はやってくる。また、いわき市では記者の待機埏所
として議埏を使用していた。貽常挂は普通では考えられないようなゾーニングが必要となるため、検討してお
いた方が良いかもしれない。

・巨大地震を想定すると、市としても重要事項と認識。
・庁舎は災害対応の拠点、貼難埏所は將中学校、公民館、城參公園等となっており、この原則は維持したま
ま、巨大地震でこれら施設が貼難埏所として利用できなくなることや、帰宅介難者等を想定し、免震構造とな
る新庁舎（北棟）で代替利用できるようゾーニング・区画（16p）等を考慮しながら今後の設計に取り紡むとと
もに、巨大地震挂に怞定する貼難埏所が利用できなくなった埏司等の例外的な新庁舎（北棟）の利用方法及び
運用について、防災・危機管理課に検討を進めてもらう。

⑧ 松村副会長
市民協働機能について、どのような機能が必要か判断するために、どの施設でどのような活僎をしているか
データをいただきたい。

・別紙参照。

⑨ 松村副会長 4者協議での協議内容を公開できる範囲でいただきたい。 ・別紙参照。

⑩ 事務楮 敀備の方向性（集約する庁舎・集約埏所等）が視覚的にわかりにくい。 ・9p（３)新庁舎の配置の文章の下に集約配置イメージ図を掲載（プロジェクター投影）

⑪ 事務楮 敀備経費の削減への取り紡みについて追記する。

24p「（４）事業スケジュール」を「（５）～～～」に繰り下げ、（４）に以下追記。
（追記文）
（４）事業費等抑制の考え方
資材価格高騰や労務単価引き上げなど外的要哢による事業費僐加は貼けがたいものの、事業内容の精巯や財渜
確保、事業变法の検討等を通じて、敀備事業費に維持管理費用を含めた建物ライフサイクルコストが縮減でき
るよう今後の設計業務に取り紡んでいきます。
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上旬まで免震装置下、それ以降は免震装置上基礎

　11月の工事予定　

新庁舎建設だより
～八女市新庁舎建設工事～

  

　　工事の進捗状況　

問い合わせ：新庁舎建設課：0943-24-8091　　　
　　　　　　　　工事現場事務所：0943-24-8650（施工業者：東急・ｲﾉｳｴﾊｳｼﾞﾝｸﾞJV）　

※

HP

お
り
な
す

  

100m

100m

U

U

U U

U

U

50

7



セキュリティイメージ（修正案） 
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渡り廊下イメージ（修正案） 
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本庁舎周辺の市有施設の市民利用について

施設名 利用対象者 スペース 利用・活動内容

①
総吅福祉センター
（H3築、延床9,631㎡）

高齢者、身体障がい者、
その他福祉関係者

教養娯楽室、コミュニティルーム、貸室（会議室3室、クラブ活
動室、茶室、調理実習室）　他

・施設利用できる者が「高齢者、身体障がい者、その他福祉
関係者」に限られる。
・高齢者や身体障がい者のサークル・コミュニティ活動等で利
用することが多い。

②
ハーモニープラザ
（H7築、延床3,473㎡）

児童、高齢者、
ボランティア関係者

児童館、貸室（会議室3室）　他

・施設利用できる者が「児童、高齢者、ボランティア関係者」に
限られる。
・高齢者のサークル・コミュニティ活動やシルバー人材セン
ター開催講座で利用することが多い。

③
市民会館
（S40築、延床9,949㎡）

特に問わない
（営利も可）

貸室（大ホール、中ホール、小ホール、練習室、リハーサル
室、会議室　他）

・コンサート、ライブ等の興行・営利利用
・市民団体の発表会等の利用

④
男女共同参画推進センター
（H11築、延床3,958㎡）

特に問わないが、
営利等は不可

男女共同参画推進センター、国際交流センター、NPOサポー
トセンター、児童館、図書コーナー、交流コーナー、貸室（会議
室6室、多目的室、和室、視聴覚室、調理室）　他

・「営利、政治、宗教」以外で特に利用制限は設けていない。
・男女共同参画、国際交流、NPOサポートの機能を設けた施
設であるため、これらに関連する団体の利用もあるが、前述
以外の利用制限がないため、趣味のサークルなど多種多様
な利用層が存在する。後者の利用割吅が多い。

⑤
総吅コミュニティセンター
（S59築 他、延床47,896㎡）

特に問わない
（営利も可）

図書館、こども館、温水プール、貸室（キャメリアホール、企画
展示ホール、研修会議室（会議室、和室、練習室等多数）、体
育館）　他

・コンサート、ライブ等の興行・営利利用
・企業の利用（就職説明会、研修、会議、イベント等）
・大学入試
・サークル・コミュニティ活動等での利用
・対象者を問わず多用途の居室があるため、利用・活動内容
も様々。

⑥
番町公民館
（R4築、延床888㎡）

特に問わないが、
物販等の営利は不可

貸室（会議室3室、調理室）
・公民館主催の講座、イベントでの利用
・各種団体主催の講座での利用
・サークル・地域コミュニティ活動等での利用
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本庁舎周辺の県有施設・民間施設の整備概要について

1月 　　～ 12月 1月 　　～ 12月 1月 　　～ 12月 1月 　　～ 12月 1月 　　～ 12月 1月 　　～ 12月 1月 　　～ 12月 1月 　　～ 12月 1月 　　～ 12月

　現第2別館解体（R4年8月～R5年12月）

新第2別館建設（R5年10月～R8年1月頃）

　番町小北側敷地で新四国支店ビルの建設（R6年12月完成）

市役所北側敷地での複合開発に向けた現四国支店ビルの解体（R7年度予定）

市役所北側敷地での複合開発に係る新建物建設（R8～R10年度予定）

※市役所北側敷地での複合開発のスケジュールは、R5年11月時点で年度単位の公表。

現南別館の解体（R5年1月）～新南館の完成（R7年春）

現本店本館・別館の解体（R7年夏）～新本館の完成（R11年春）

基本構想

 基本計画

PPP/PFI導入可能性調査等

設計

新庁舎（北棟）建設

3別解体 別館、4別解体

令和12年
（2030年）事業者 整備概要

令和4年
（2022年）

令和5年
（2023年）

令和6年
（2024年）

令和7年
（2025年）

令和8年
（2026年）

令和9年
（2027年）

令和10年
（2028年）

令和11年
（2029年）

⑨
伊予
銀行

（出典：R4.8.10伊予銀行ﾆｭｰｽﾘﾘｰｽ　他）
・本店本館・別館、三番町通りを隔てた南別館（ﾛｰﾝﾌﾟﾗｻﾞ）を再整
備、分散した一部の本部機能やｸﾞﾙｰﾌﾟ会社を集約化
・新本館にカフェやホール等の設置を検討
・公開空地に松山城の緑を引き込み、「緑街道」を設ける

松山
市役所

⑦
愛媛
県庁

（出典：愛媛県HP）
・第2別館を現在位置で建替え
・新建物：地上11階+機械フロア・地下1階、延床14,255.36㎡
・1,2Fに官民共創拠点
・DXゾーン、集中ゾーン、Co-Workゾーン、
交流・共創・セミナーゾーン
・R5.12月「ZEB Ready」認証取得

⑧
NTT

（出典：R5.11.28NTT3社連名ﾆｭｰｽﾘﾘｰｽ　他）
・NTT西日本四国支店敷地（市役所北側）での「NTT松山一番町プ
ロジェクト」の実施
・複合開発事業として「働く」「住む」「集う」といった多様な活動の場
や人々が交流できる空間を整備
・複合開発場所の敷地面積：約5,589㎡
・主用途は事務所、集合住宅、その他
開発コンセプト：立地特性を活かし、松山市の更なる成長の起爆剤
（きっかけ）となるような計画としたい（にぎわい再生・拡大、外部か
らの企業集積 等）
・開発の方向性：新ビジネスの創出、地域の連携と交流促進、時代
に即した移住・定住促進のため、業務・住宅・店舗・交流促進機能等
の複合用途を整備・集積
・低層階（1,2F）に店舗や交流促進機能を設ける
・基準階のテナント、地元企業、地元クリエイターとの結節、住宅に
住む人の付加価値となるような機能を選定
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集約配置イメージ図 
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